
研究部 

体験グローカル 「ホーコス株式会社」の講演を行いました 

 

２０１７年６月６日７時間目に４年生を対象に，ホーコス株式会社より

菅田雅夫さんと唐木俊夫さんを講師として本校にお招きし，講演を

していただきました。 

講演は，「企業の海外展開」をテーマに話をしていただきました。

菅田さんからは，ホーコスが文化の異なるタイに工場を建設するま

でに経験した苦労や，オンリーワン技術を磨き上げることで中小企

業であっても世界を相手に戦えることを話していただきました。唐

木さんからは，ホーコスが時代の変化に合わせて農機具メーカーか

ら工作機械メーカーに事業転換したことや公害が問題視される中で環境改善機器メーカーの顔をもつよ

うになったこと，そして，切削技術において専門性に磨きをかけ，環境にも配慮したオンリーワン技術を

開発したことで，世界の自動車メーカーに工作機器を納入するようなグローバルに事業展開する企業に

成長したことを説明していただきました。 

当校の卒業生でもあるお二人からは，「追求こそ成功への道のりになる」という言葉や，海外でゼロから事業

を立ち上げることは苦労の連続だけれど，その中で確実に自分が成長できるからこそ，世界を視野に入れた将来

を考えてほしいと生徒にエールを送っていただきました。 

講演後の生徒のアンケートをまとめると以下のようになりました。 

 

 

 

 

 

集計結果 

＊総数１９８ 

 

 

 

 

○ホーコスの技術は，海外にも通じるものであり，その技術が福山の草戸で開発されたのかと思うと，とても誇らし

いです。切削油の話は，知らないことがたくさんあり，とても勉強になりました。体験グローカルの講演の中でも特

に，海外進出を積極的に行っておられました。タイに進出するときの例でいうと，地理的な環境の問題や，その国の

情勢も海外進出に関わってくるのだと知りました。タイで土地を得られたのも，切削油を削減することができたのも，

社員の方があきらめず地道に取り組まれたからだということを学びました。 

○最初に見たタイの土地に工場ができるまでのビデオがものすごく印象に残りました。まず，タイの文化に則った

地鎮祭からやって，土台から柱から，中の部屋まで建てられていく様子がすごく興味深かったです。従業員の

方々も日本人ばかりでなく，現地のタイ人の方もいて，すごく魅力を感じました。海外での仕事に興味を持つき

っかけになりました。 

○常に追求し，日々開発をしていると聞いて，毎日新しいことを追求し，

新しいことに取り組むのは相当な発想力がないとできないことだと思っ

た。日々新しい発想を生み出すことは個人で違うと思う。だが，製品の

開発においてはその製品をよく知り，試作品，出来上がったものを自分

で使って，触って確かめ，課題があれば前向きにとらえて，「より使いや

すく環境にやさしいものを作ろう」と奮闘していくことが大切だと思う。 

質問項目 

１．今日の講演は興味・関心をもって聞くことができましたか。       

２．今日の講演は新しい考え方や視点が学べるものでしたか。 

 

質問１ 

質問２ 

自由記述  今回の講演から学んだこと，考えたことを具体的に記述してください。 



○軍需品→農機具→自動車部品と，時代・状況によって方針を変えていっ

たり，また自動車部品をつくりだしたのが後発組だったから汎用性でなく

専門のものに特化することを重視したりするといった臨機応変さ，海外に

目を向け展開していく積極性，そして，冒頭におっしゃっていた「国が変わ

れば文化が変わる」という言葉からも分かる外国の文化を尊重できる心，

精神，海外へ行く社員への気遣い。そういうものが成功につながったのか

なと考えた。 

○「企業のモノづくりのためのモノづくり」という仕事のように見えて大変面白かった。企業側の意向に沿っているシステ

ムインテグレーターという言葉は初めて聞いたが，そのような会社があるからこそ今の生活があるのだと身に染みて

感じた。なかでも切削油の削減のお話が興味深かった。作り続ける側だけではなく，作る際に消費される側，傷つけ

られやすい環境などさまざまな視点から見ることで実行された技術なのだと理解できた。だからこそグローバルな市

場にも参戦できるのではないか？と思いました。 

○ドリルの先端から切削油を霧状に噴出し，油の量を通常の 1％未満にした，というところにとても驚いた。このシステ

ムを開発した人の「あくなき探究心」のたまものだと思った。いろんな国の企業の部分をつくっている会社が福山市

にあるということは，とても誇らしいことだと思った。 

○同じ物を作り続けるのではなく，時代の変化に合わせて何が求められているかを判断し，的確な製品の製造や，工

場の拡大を行っていることがわかった。海外にも取引先がたくさんあり，地域から世界へ，というテーマに沿っていた

ので興味深く聞くことができた。 

○ホーコスさんは加工精度だけでなく，環境にも配慮しようと努力しており，そ 

の例が切削油の削減技術だとわかった。主に自動車の部品を作っていて，  

フォルクス・ワーゲンにも採用されるまでになっているのは並大抵のことでは 

ないと思う。国内外を問わず，どこでも通用する専門工作機械をつくる国内 

シェアトップクラスのものもあるような素晴らしい企業が福山にあるのはとても 

誇らしいことだと思った。 

○「課題発見→実験→解決」のプロセスより得られた独自技術を強みに，海外へ売り込んでいる。自社で開発した，オ

ンリーワン技術というのは，他社に真似できるものではなく，価値が高い。環境にも配慮しているという現代社会のニ

ーズにあった製品は，世界のどの市場でも抵抗なく受け入れられているのだろうと思った。 

○比較的後から工作機械市場に参入した中で，「他社と一緒（汎用機）ではダメだ」ということで，専用機を導入すること

により差別化をはかるという考えが大事だと思った。そして，特許を取得して国内だけでなく海外でも取引先を増や

しているのはすごいと思った。 

○ホーコス株式会社のような企業を成り立たせ，成長させるには，方針を転向したり，新たな部門・技術を開発したりす

るような発想力と，それを実際に決定して外国などへも出かけていく行動力とが必要だと分かりました。自分が社会

に出ていくためには知識や表現力，行動力の他に，決断力や発想力も必要になると分かったので，これから自分の

将来について考えつつ，色々なことに挑戦してみることが重要になると思いました。 

○タイに工場を建てるまでのお話を聞いて，海外進出をするということは

割と手さぐりで行われていくものなのだと感じ，海外進出に対するイメ

ージが変わった。海外進出をするまでにも，「国内でいかに成果を上

げるか」，海外進出をしてからも，「現地の社員に技術の伝承をいか

に上手くしていくか」など，超えるべき課題が多いのだと分かった。製

品開発や，改良で全く妥協しない姿勢が成功につながっていると思

った。 


